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■雪の季節！！

　道路の除雪作業にご注意を！

■統計グラフコンクール

■有酸素運動と脳トレーニング

■御小屋山山頂に標柱を設置 /

　コミュニティ助成事業

■くらしの情報

■行政情報

■保健・福祉の掲示板

■くらしのガイド

■はらむらとぴっくす

■はじめましてもうすぐ2才です

●表紙写真／「原小学校 音楽会」
　10月24日に、原小学校で音楽会が行われ、大
勢の保護者や来賓の方が体育館を訪れまし
た。音楽会では、PTA・職員の合唱などを含めた
29のプログラムが披露され、それぞれ練習の
成果を発表しました。児童らは、誰もが知って
いるお馴染みの曲や映画の主題歌、流行の曲
などを歌と演奏で披露し会場を魅了しました。

■人の動き
・人口 7,890人 （＋2） 　 　
・男 3,933人 （＋6） 　 　
・女 3,957人 （－4）　　  
・世帯数 3,070世帯 （－4） 　　 
・転入 27
・転出 15
・出生 0
・死亡 8

平成26年11月末現在。
（　）内は前月比。
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▼
路
上
駐
車
は
し
な
い
で
▲

　

１
台
の
車
が
路
上
駐
車
し
て

い
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
路
線
、

地
域
全
体
の
除
雪
が
で
き
な
く

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
道
路

に
車
を
放
置
し
た
り
、
車
庫
代

わ
り
に
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。     

▼
道
路
に
雪
を
出
さ
な
い
で
▲

　

除
雪
車
が
除
雪
し
た
雪
や
、

玄
関
前
、
屋
根
な
ど
の
雪
を
、

道
路
に
出
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

▼
除
雪
車
へ
は
近
づ
か
な
い
で
▲

　

除
雪
車
は
作
業
中
に
前
進
・

後
退
を
繰
り
返
す
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
除
雪
車
に
近
づ
く
こ
と

は
非
常
に
危
険
で
す
。

　

ま
た
、
子
ど
も
が
除
雪
車
の

　

村
で
は
、冬
期
間
、住
民
の
み
な
さ
ん
の
生
活
に
欠
か
す
こ

と
の
で
き
な
い
主
要
な
道
路
の
通
行
障
害
を
取
り
除
く
た
め
、

除
雪
計
画
を
策
定
し
出
動
体
制
を
整
え
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
の
除
雪
路
線（
村
道
）の
総
延
長
は
、96
・
8
㎞
で
す
。

今
年
２
月
の
豪
雪
を
踏
ま
え
て
、三
次
路
線
を
新
設
し
、ロ
ー

タ
リ
ー
車
を
活
用
し
、生
活
道
路
の
確
保
に
努
め
ま
す
。

　

村
で
は
、冬
期
間
、住
民
の
み
な
さ
ん
の
生
活
に
欠
か
す
こ

と
の
で
き
な
い
主
要
な
道
路
の
通
行
障
害
を
取
り
除
く
た
め
、

除
雪
計
画
を
策
定
し
出
動
体
制
を
整
え
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
の
除
雪
路
線（
村
道
）の
総
延
長
は
、96
・
8
㎞
で
す
。

今
年
２
月
の
豪
雪
を
踏
ま
え
て
、三
次
路
線
を
新
設
し
、ロ
ー

タ
リ
ー
車
を
活
用
し
、生
活
道
路
の
確
保
に
努
め
ま
す
。

特   集

問【村
道
】

原
村
役
場
建
設
水
道
課
建
設
係

　
☎
79
‐
7
9
2
1

【
県
道
】

諏
訪
建
設
事
務
所
維
持
管
理
係

　
☎
57
‐
2
9
3
7
（
直
通
）

近
く
で
遊
ん
で
い
る
の
を
見
か

け
た
ら
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
垣
根
や
立
ち
木
に
も　
　

　
　
　
　
　
　
　

  

注
意
を
▲

　

垣
根
や
立
ち
木
の
枝
が
除
雪
作

業
に
支
障
を
き
た
す
場
合
が
あ
り

ま
す
。
長
く
な
っ
た
枝
は
、
切
り

落
と
す
な
ど
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
出
入
り
口
の
除
雪
は

　
　
　
　
　

各
ご
家
庭
で
▲

　

「
除
雪
車
が
出
入
り
口
に
固

い
雪
を
置
い
て
い
く
の
で
困

る
」
と
い
う
苦
情
が
あ
り
ま
す

が
、
道
路
の
除
雪
作
業
に
は
み

な
さ
ん
の
ご
協
力
も
必
要
で
す
。

　

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

出
入
り
口
に
た
ま
っ
た
雪
は
、

各
ご
家
庭
で
処
理
し
て
く
だ
さ

場
合
は
、
確
認
し
や
す
い
表
示

を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
冬
期
間
の

　
　

ご
み
捨
て
に
つ
い
て
▲

　

収
集
日
の
前
日
や
夜
間
に
ご
み

を
出
す
と
、
除
雪
の
障
害
と
な
っ

た
り
、
ご
み
が
雪
に
埋
も
れ
て
し

ま
い
収
集
に
支
障
を
き
た
す
場
合

も
あ
り
ま
す
。
ご
み
は
必
ず
収
集

日
当
日
の
朝
、
決
め
ら
れ
た
時
間

内
に
お
出
し
く
だ
さ
い
。

る
よ
う
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

▼
歩
道
、
消
火
栓
、
防
火
水
槽
の 
     

除
雪
は
地
域
の
み
な
さ
ん
で
▲

　

歩
道
、
消
火
栓
、
防
火
水
槽

の
除
雪
作
業
は
地
域
の
み
な
さ

ん
で
お
願
い
し
ま
す
。

▼
道
路
が
滑
り
や
す
く

　
　
　
　

な
っ
て
い
ま
す
▲

　

除
雪
直
後
の
道
路
は
と
て
も

滑
り
や
す
く
な
っ
て
い
ま
す
。

歩
行
者
も
運
転
手
も
交
通
マ

ナ
ー
を
守
り
、
通
行
に
は
十
分

に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
除
雪
作
業
が
遅
れ
る

　
　
　

場
合
も
あ
り
ま
す
▲

　

村
道
な
ど
の
、
早
朝
の
除
雪

作
業
は
な
る
べ
く
早
い
時
間
帯

に
実
施
す
る
よ
う
に
努
め
て
い

ま
す
が
、
降
雪
時
間
、
積
雪
状

況
な
ど
に
よ
っ
て
時
間
帯
が
遅

れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご

了
承
く
だ
さ
い
。

▼
危
険
箇
所
に
は
目
印
を
▲

　

除
雪
作
業
中
に
は
、
雪
に
隠

れ
て
危
険
箇
所
の
確
認
が
十
分

に
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
。
注
意
し
て
作
業
し
て
も
ら

い
た
い
場
所
や
構
造
物
が
あ
る

今
年
度
の
除
雪
体
制

■
第
一
次
除
雪

　

降
雪
量
が
10
㎝
以
上
に
な
っ
た

場
合
、
除
雪
作
業
を
行
い
ま
す
。

（
56
路
線　

55
・
４
㎞
）

■
第
二
次
除
雪

　

積
雪
量
が
25
㎝
以
上
に
な
っ
た

場
合
、
除
雪
作
業
を
行
い
ま
す
。

（
24
路
線　

18
・
３
㎞
）

■
第
三
次
除
雪

　

積
雪
量
が
50
　

㎝
以
上
に
な
っ
た

場
合
、
除
雪
作
業
を
行
い
ま
す
。

（
59
路
線　

23
・
１
㎞
）

■
主
要
村
道
の
路
面
が
凍
結
し
た

場
合
は
、
融
雪
剤
の
散
布
を
行
い

ま
す
。

■
作
業
は
朝
の
通
勤
・
通
学
時
間

や
セ
ロ
リ
ン
号
の
運
行
時
間
に
間

に
合
わ
せ
る
た
め
、
深
夜
か
ら
朝

方
に
か
け
て
行
い
ま
す
。

　除雪作業をスムーズに行うた
めには、みなさんのご理解とご
協力が欠かせません！
　みんなでルールを守って安全
に冬を過ごしましょう。

ス
ム
ー
ズ
に
除
雪
作
業
を
進
め
る
た
め
に

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■原村除雪路線
　　第一次除雪路線
　　　※概ね10㎝以上の降雪により出動
　　第二次除雪路線
　　　※概ね25㎝以上の積雪により出動
　　第三次除雪路線
　　　※概ね50㎝以上の積雪により出動
■長野県除雪路線

除雪路線図

 

 

 

 

    

   
 

 

 

 

    
    

    

 

雪の季節！！ 道路の除雪作業にご協力を！



第30回 原村統計グラフコンクール有酸素運動と脳トレーニング教室
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統
計
グ
ラ
フ
コ
ン
ク
ー
ル
は
、ア
ン
ケ

ー
ト
結
果
や
自
分
で
調
査
し
た
資
料
な

ど
を
い
ろ
い
ろ
な
グ
ラ
フ
で
表
現
し
た

応
募
作
品
を
、村
と
小
中
学
校
の
先
生

が
、デ
ザ
イ
ン
性
や
グ
ラ
フ
の
適
確
性
な

ど
を
基
準
に
審
査
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、小
中
学
生
19
人
か
ら
19
点

の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。８
月
末
に
審

査
が
行
わ
れ
、14
点
の
作
品
が
入
賞
し
、

10
月
27
日
に
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
、来
年
も
開
催
し

ま
す
の
で
、ふ
る
っ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

第
30
回

原
村
統
計
グ
ラ
フ
コ
ン
ク
ー
ル

原
村
統
計
グ
ラ
フ
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
者

□
第
１
部
（
小
学
校
１
・
２
年
生
）

　
銀
　
賞
　
田
中
　
紗
帆

□
第
２
部
（
小
学
校
３
・
４
年
生
）

　
金
　
賞
　
坂
本
　
拓
海

　
銀
　
賞
　
須
藤
　
瑠
菜

　
銅
　
賞
　
石
川
　
真
依
子

　
努
力
賞
　
鎌
倉
　
早
百
合

　
　
　
　
　
坂
元
　
真
央

　□
第
３
部
（
小
学
校
５
・
６
年
生
）

　
金
　
賞
　
野
明
　
愛
結

　
銀
　
賞
　
平
出
　
雄
彩

　
銅
　
賞
　
樋
川
　
瑛

　
努
力
賞
　
石
川
　
拓
実

　
　
　
　
　
菊
池
　
正
人

　
　
　
　
　
小
林
　
颯
志

□
第
４
部
（
中
学
生
）

　
銀
　
賞
　
細
川
　
未
夢

　
　

□
パ
ソ
コ
ン
の
部
（
小
学
生
）

　
金
　
賞
　
長
濱
　
愛
里
咲

第
62
回
長
野
県
統
計
グ
ラ
フ
コ
ン
ク
ー
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
審
査
結
果

□
第
３
部
（
小
学
校
５
・
６
年
生
）

　
佳
　
作
　
野
明
　
愛
結

第３部　金　賞
『私たちの友好都市　駿河の国 戸田
私たちの住む　信濃の国 原村』　

野明　愛結さん（小５）

第２部　金　賞
『大好き！！キライ…この野菜』　

坂本　拓海さん（小３）

第１部　銀　賞
『お休みの日に何をしてすごしてる？』

田中　紗帆さん（小２）

問　

総
務
課
企
画
係

　
　

☎
79
‐
２
１
１
１

　
　

  

（
内
線
２
３
６
）

パソコンの部　金　賞
『「今日、学校でね…」学校であったことを

家でどれくらい話してる？』　
長濱　愛里咲さん（小３）

第４部　銀　賞
『気をつけよう日本の台風』　
細川　未夢さん（中３）

　
農
作
業
等
で
の
肩
こ
り
、腰
痛
、膝
痛
の
症
状
を
や
わ
ら
げ
た
り
、認
知
症
、

生
活
習
慣
病
予
防
に
有
酸
素
運
動
と
脳
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
や
っ
て
み
ま
せ
ん

か
？
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、「有
酸
素
運
動
と
脳
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
教
室
」を
開

催
し
て
い
ま
す
。

　
事
前
の
申
込
み
や
参
加
料
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。ど
な
た
で
も
参
加
で
き

ま
す
の
で
、お
誘
い
合
っ
て
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

講
師
：
学
習
療
法
士
　
五
味 

勇
吉 

さ
ん

主
催
：
原
村
社
会
福
祉
協
議
会

問　

原
村
社
会
福
祉
協
議
会
事
務
局

　
　

☎
79
‐
7
2
2
8

柏木地区
開催日　平成27年2月20日（金）
時　間　午前10時～正午
会　場　柏木公民館

菖蒲沢地区
開催日　平成27年3月6日（金）
時　間　午前10時～正午
会　場　菖蒲沢公民館

柳沢地区
開催日　12月19日（金）
時　間　午前10時～正午
会　場　柳沢公民館

八ッ手地区
開催日　平成27年1月16日（金）
時　間　午前10時～正午
会　場　八ッ手公民館

室内地区
開催日　平成27年3月20日（金）
時　間　午前10時～正午
会　場　室内公民館

払沢地区
開催日　平成27年2月6日（金）
時　間　午前10時～正午
会　場　払沢公民館

＜今後の開催日程＞

八ッ手地区の教室の様子
（昨年12月 開催）

有
酸
素
運
動
と
脳
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

一
緒
に
や
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？
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ベ
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I N F O R M A T I O N

　
「
流
域
の
視
点
で
考
え
る
琵
琶

湖
の
保
全
・
再
生
の
方
向
性　

〜

琵
琶
湖
流
域
水
物
質
循
環
モ
デ

ル
で
汚
濁
の
原
因
を
さ
ぐ
る
〜
」

を
テ
ー
マ
に
講
演
会
を
行
い
ま
す
。

日
時
●
平
成
27
年
1
月
13
日
火

　

午
後
6
時
30
分
〜
午
後
8
時

場
所
●
R
A
K
O
華
乃
井
ホ
テ
ル

講
師
●
佐
賀
県
琵
琶
湖
環
境
科

学
研
究
セ
ン
タ
ー 

総
合
解
析
部

門
主
任
研
究
員  

佐
藤
祐
一
さ
ん

　

八
ヶ
岳
森
林
文
化
の
会
で
は
、

冬
を
し
の
ぐ
木
々
の
観
察
と
冬

鳥
の
映
像
の
観
察
会
を
開
催
し

ま
す
。

日
時
●
平
成
27
年
1
月
18
日
日

　

午
後
10
時
〜
午
後
3
時

場
所
●
午
前
：
竜
神
池
周
辺

午
後
：
湖
東
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

講
師
●
野
沢
進
之
輔
さ
ん

定
員
●
15
名（
先
着
順
）

参
加
費
●
1
0
0
0
円

持
ち
物
●
雨
具
、飲
み
物
、昼

食
、み
そ
汁
用
の
お
椀
、箸

内
容
●
午
前
は
野
外
で
木
々
の

観
察
、午
後
は
室
内
で
冬
鳥
の
映

像
を
見
な
が
ら
、講
師
の
方
か
ら

鳥
の
生
態
に
つ
い
て
の
解
説
を
聞

き
ま
す
。

※
中
止
の
場
合
は
、
当
日
午
前

9
時
ま
で
に
ご
連
絡
し
ま
す
。

当
日
は
、
散
策
で
き
る
温
か
い

服
装
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

諏
訪
税
務
署
で
は
、平
成
26
年

分
の
確
定
申
告
期
間
に
お
け
る

非
常
勤
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

　

応
募
さ
れ
る
方
は
、市
販
の
履

歴
書
を
諏
訪
税
務
署
へ
お
送
り

く
だ
さ
い
。書
類
選
考
後
、面
接

を
行
い
ま
す
。

応
募
資
格
●
パ
ソ
コ
ン
の
基
本
操

作
が
で
き
る
方

募
集
人
員
●
30
名
程
度

雇
用
予
定
期
間
●
平
成
27
年
２

月
2
日
月
〜
3
月
31
日
火

勤
務
時
間
●
午
前
9
時
〜
午
後

5
時（
5
時
間
〜
7
時
間
程
度
）

勤
務
地
●
諏
訪
税
務
署

　

県
で
は
、特
定
非
営
利
活
動
法

人
等
の
公
共
的
活
動
団
体
を
応

援
す
る
寄
付
金
を
募
集
し
て
い

ま
す
。信
州
を
魅
力
的
な
地
域
に

し
よ
う
と
す
る
活
動
に
、寄
付
と

い
う
形
で
参
加
し
ま
せ
ん
か
。こ

れ
に
あ
わ
せ
て
、公
共
的
活
動
応

援
サ
イ
ト「
長
野
県
み
ら
い
ベ
ー

ス
」の
開
設
、ラ
ジ
オ
放
送「
寄
付

の
カ
タ
チ
」の
放
送
も
行
っ
て
い

ま
す
。

■
ラ
ジ
オ
放
送「
寄
付
の
カ
タ
チ
」

　

み
ら
い
ベ
ー
ス
に
よ
っ
て
事
業

を
実
施
し
た
団
体
、寄
付
募
集
中

の
団
体
の
生
の
声
を
放
送
中
で

す
。ぜ
ひ
お
聴
き
く
だ
さ
い
。

資
格
●
S
B
C
ラ
ジ
オ

放
送
日
時
●
毎
週
木
・
金
曜
日

　

午
後
4
時
〜（
5
分
間
）

※
詳
し
く
は
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

新
車
新
規
登
録
か
ら
11
年
を

超
え
た
デ
ィ
ー
ゼ
ル
乗
用
車
、

及
び
13
年
を
超
え
た
ガ
ソ
リ
ン

乗
用
車
の
自
動
車
税
が
、
平
成

27
年
度
以
降
、
「
概
ね
10
％
割

増
」か
ら「
概
ね
15
％
割
増
」に
変

更
と
な
り
ま
す
。対
象
と
な
る
自

動
車
な
ど
、詳
し
く
は
、ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

日 土金木水火月

■役場［☎79-2111］
土曜日、日曜日、祝日、12/27～1/4

■原村診療所［☎79-2716］
土曜日、日曜日、祝日、12/27～1/4

■地域福祉センター［☎79-7092］
土曜日、日曜日、祝日、12/27～1/4

■中央公民館［☎79-7940］
12/27～1/4

■社会体育館［☎79-4922］
火曜日、12/29～1/3、1/14

■図書館［☎70-1500］
月曜日、祝日、12/26、12/29～1/5、13

■八ヶ岳美術館［☎74-2701］
12/29～1/3

■八ヶ岳自然文化園［☎74-2681］
12/24、25、29～1/3、

1/6、13、14、20

■もみの湯［☎74-2911］
12/17、1/21

※12/31は午前10時～午後7時、
1/1は正午～午後8時の営業

12月 1月
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D e c e m b e r  t o  J a n u a r y

募
　
集

長
野
県
み
ら
い
ベ
ー
ス

寄
付
金
の
募
集

諏
訪
湖
浄
化
講
演
会

問
諏
訪
税
務
署
総
務
課

　

☎
57
‐
5
2
1
0

問
諏
訪
市
役
所
生
活
環
境
課

☎
52
‐
4
1
4
1
（
内
線
2
1
4
）

自
動
車
税
の
増
減

割
合
が
変
わ
り
ま
す

問
N
P
O
法
人
長
野
県
み
ら
い
基
金

☎
0
2
6
‐
2
1
7
‐
2
2
2
0

長野県みらいベースホームページ
http://www.mirai-kikin.jp/

問
長
野
県
地
方
事
務
所

　

税
務
課
管
理
係

　

☎
57
‐
2
9
0
5

諏
訪
税
務
署

非
常
勤
職
員
の
募
集

お
知
ら
せ

冬
を
し
の
ぐ
木
々
と

冬
鳥
の
観
察
会

問
・
■
■
■

八
ヶ
岳
森
林
文
化
の
会

☎
0
9
0
‐
1
2
5
4
‐
9
5
3
1

申
込
先

長野県ホームページ
http://www.pref.nagano.lg.jp/

コミュニティ助成事業
コミュニティ助成事業とは、一般財団法人自治総合センター  

及び公益財団法人長野県市町村振興協会が、地域社会の健全 
な発展を図るとともに、宝くじの社会貢献広報事業を行うた 
め、自治会などのコミュニティ組織が行う活動に必要な備品 
や設備の整備に対して助成を行うものです。 

■上里区　防災用備品を整備

　上里区自主防災会は、（公財）長野県市町村振興協会が行う
コミュニティ助成事業（地域防災組織育成助成事業）を受けて、
防災用投光機（バルーン投光機）や発電機、携帯型無線機、担
架、毛布、テントなど災害対応用の備品を整備しました。
　上里区長は「防災備品を整備し、自主的に防災活動を行える
体制を整えることで区民全体の防災意識が高まる。地震や火災
などによる被害の防止及び軽減、さらには地域防災力の強化に
つなげていきたい。」と話していました。

御小屋山に標柱を設置 / コミュニティ助成制度

　
　

標
柱
は
ス
ギ
の
丸
太
で
作
ら
れ
、
「
御
小

屋
山
」
の
名
称
と
標
高
が
刻
ま
れ
て
い
ま

す
。
直
径
約
15
㌢
、
地
表
か
ら
の
高
さ
約
４

㍍
、
重
さ
約
30
㌔
の
標
柱
を
村
の
職
員
ら

９
名
で
運
び
上
げ
設
置
し
ま
し
た
。

　

村
で
は
、
11
月
6
日
に
御
小
屋
山(

２
１

３
６
・
７
㍍)

に
標
柱
を
設
置
し
ま
し
た
。

標
柱
は
、
登
山
者
の
安
全
を
確
保
す
る

と
と
も
に
、
御
小
屋
山
の
正
式
な
目
印

と
し
て
立
て
ら
れ
ま
し
た
。

　

御
小
屋
山
は
、
八
ヶ
岳
連
峰
の
阿
弥
陀

岳
中
腹
に
位
置
し
、
八
ヶ
岳
連
峰
最
峰
の

赤
岳
や
阿
弥
陀
岳
へ
の
登
山
ル
ー
ト
に

な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
諏
訪
大
社
の

持
つ
山
「
社
有
林
」
と
し
て
御
柱
が
伐

り
出
さ
れ
る
山
で
す
。
近
年
は
調
達
が

難
し
く
伐
り
出
し
は
行
な
わ
れ
て
い
ま

せ
ん
が
、
上
社
の
御
柱
木
遣
り
唄
に

「
御
小
屋
（
お
こ
や
）
の 

山
の
樅
の
木

は 

里
に
下
り
て 

神
と
な
る
」
と
あ
る
よ

う
に
、
神
聖
な
山
と
し
て
大
切
に
さ
れ

て
き
ま
し
た
。

▼
御
小
屋
山 

山
頂
に
標
柱
を
設
置

標柱を設置する様子

　

設
置
後
、

参
加
者
は

標
柱
に
手

を
合
わ
せ

て
登
山
者

の
安
全
を

祈
願
し
ま

し
た
。

御
小
屋
山
に
つ
い
て

標
柱
に
つ
い
て
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